The reason of the building of Hosshoji temple:  From analytical study of petition for Buddha (The Historical Studies of Kyoto:  The transformation of the Kyoto outskirts) by 工藤, 美和子
は
じ
め
に
承
暦
元
年
（
一
〇
七
七
）
十
二
月
十
八
日
、
平
安
京
の
東
郊
外
に
、
白
河
法
皇
（
一
〇
五
三
〜
一
一
二
九
）
の
御
願
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
法
勝
寺
の
供
養
法
会
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
時
の
様
子
に
つ
い
て
『
法
勝
寺
供
養
記
』
は
、「
誠
に
人
間
の
壮
観
た
る
と
い
え
ど
も
、
仏
界
の
荘
厳
を
髣
髴
と
す
る
も
の
か
」
と
、
仏
の
世
界
が
こ
の
世
に
出
現
し
た
か
の
よ
う
だ
と
評
し
て
い
る
。
法
勝
寺
創
建
の
理
由
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
主
と
し
て
院
政
期
の
国
家
と
仏
教
と
い
う
視
点
か
ら
様
々
な
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
（
1
）。
た
と
え
ば
平
岡
定
海
氏
は
、「
国
王
の
御
願
寺
で
あ
る
と
同
時
に
南
都
北
嶺
の
僧
官
を
統
括
す
る
役
目
を
も
つ
」
と
国
家
と
仏
教
と
の
関
係
か
ら
法
勝
寺
創
建
の
意
味
を
論
じ
ら
れ
た
（
2
）。
平
雅
行
氏
は
、
平
岡
説
を
継
承
し
つ
つ
も
、
白
河
に
よ
る
中
世
寺
社
統
合
と
仏
法
興
隆
が
法
勝
寺
の
造
営
理
由
と
し
て
、「
自
立
化
を
深
め
て
ゆ
く
権
門
寺
院
を
王
権
が
統
合
す
る
場
と
し
て
機
能
（
3
）」
し
て
い
た
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
山
岸
常
人
氏
は
、
法
勝
寺
が
日
常
的
に
常
住
の
僧
侶
が
存
在
せ
ず
、
わ
ず
か
な
僧
侶
と
俗
人
と
で
寺
務
運
営
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
白
河
法
皇
が
主
催
す
る
臨
時
の
会
場
と
い
う
疑
似
寺
院
の
性
格
を
も
っ
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
た
（
4
）。
上
島
亨
氏
は
、
法
勝
寺
が
藤
原
道
長
の
法
成
寺
の
伽
藍
・
寺
僧
構
成
・
法
会
な
ど
の
形
態
を
継
承
し
発
展
さ
せ
て
き
た
寺
院
で
あ
る
と
指
摘
し
、
白
河
に
よ
る
鎮
護
国
家
と
仏
法
興
隆
が
祈
念
さ
れ
る
の
は
、「
道
長
の
王
権
」
を
継
承
し
た
権
力
を
示
す
た
め
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
た
（
5
）。
い
ず
れ
も
法
勝
寺
が
、
院
政
期
最
高
の
権
力
者
と
み
な
さ
れ
た
白
河
法
皇
の
権
力
維
持
の
方
法
と
し
て
、
国
家
と
仏
教
の
結
び
つ
き
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
あ
る
。
仏
界
の
荘
厳
―
法
勝
寺
と
は
何
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
の
か
工　
　
藤　
　
美
和
子
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊　
洛
中
周
辺
地
域
の
歴
史
的
変
容
に
関
す
る
総
合
的
研
究 
二
二
で
は
、
白
河
自
身
は
法
勝
寺
を
ど
の
よ
う
な
目
的
で
建
立
し
た
い
と
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。そ
こ
で
本
報
告
で
は
、法
勝
寺
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
藤
原
道
長
の
法
成
寺
創
建
の
願
文
と
、
法
勝
寺
関
係
の
願
文
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
院
創
建
の
目
的
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
自
ら
の
役
割
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
道
長
と
白
河
自
身
の
言
葉
か
ら
探
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
第
一
章　
極
楽
浄
土
の
法
成
寺
白
河
が
法
勝
寺
を
創
建
す
る
際
に
手
本
と
し
た
藤
原
道
長
の
法
成
寺
は
、
寛
仁
三
年
（
一
〇
一
九
）
三
月
に
、
病
に
倒
れ
た
道
長
が
死
を
覚
悟
し
て
出
家
し
、
阿
弥
陀
堂
建
立
を
発
願
し
た
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
。
翌
年
三
月
に
は
京
極
殿
（
土
御
門
第
）
の
東
辺
（
現
在
の
京
都
市
左
京
区
荒
神
口
）
に
無
量
寿
院
を
建
立
し
、
堂
内
に
は
九
体
阿
弥
陀
如
来
像
が
安
置
さ
れ
た
。
や
が
て
法
華
三
昧
堂
、
金
堂
、
五
大
堂
が
次
々
と
建
立
さ
れ
、
寺
名
も
法
成
寺
と
改
称
さ
れ
た
。
『
栄
花
物
語
』
巻
第
十
五
「
う
た
が
ひ
」
に
は
、「
正
徳
太
子
の
御
日
記
に
、
皇
域
よ
り
東
に
仏
法
を
弘
め
ん
人
を
我
と
知
れ
（
6
）」
と
あ
る
。
道
長
は
自
ら
を
聖
徳
太
子
の
生
ま
れ
変
わ
り
に
擬
し
、
都
の
東
側
に
法
成
寺
を
創
建
し
、
仏
法
興
隆
に
務
め
る
の
が
自
ら
の
任
務
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
『
栄
花
物
語
』
巻
第
十
七
「
お
む
が
く
」
は
、
金
の
鈴
柔
か
に
鳴
り
、
日
の
午
の
時
ば
か
り
な
る
程
に
、
鐘
の
声
し
き
り
に
鳴
り
、
響
よ
に
す
ぐ
れ
た
り
。
上
光
明
王
仏
の
国
土
、
下
金
光
仏
刹
を
限
り
て
聞
ゆ
ら
ん
と
覚
え
た
り
。
こ
の
見
仏
聞
法
の
人
び
と
、
日
に
あ
た
り
立
ち
す
く
み
、
頭
痛
く
思
ふ
に
、
物
の
興
覚
え
ず
苦
し
き
に
、
こ
の
鐘
の
声
に
事
成
り
ぬ
と
聞
く
に
、
皆
心
地
よ
ろ
し
く
、
苦
し
か
り
つ
る
心
も
覚
え
ず
。
と
法
成
寺
金
堂
に
つ
い
て
、
そ
の
鐘
の
音
は
娑
婆
世
界
だ
け
で
は
な
く
三
千
世
界
へ
と
響
き
わ
た
っ
て
人
々
の
苦
悩
を
除
き
、
そ
こ
が
極
楽
浄
土
の
教
え
が
常
に
説
か
れ
る
見
仏
聞
法
の
場
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
巻
十
八
「
は
な
の
う
て
な
」
で
は
、
風
少
し
う
ち
吹
け
ば
、
御
念
仏
の
声
響
き
て
、
池
の
浪
も
、
五
根
、
五
力
、
七
菩
提
分
、
八
正
道
を
述
べ
説
く
と
聞
ゆ
。
山
彦
も
同
じ
声
に
答
ふ
れ
ば
、草
木
す
ら
皆
法
を
説
く
と
聞
ゆ
。（
中
略
）
人
の
心
の
中
に
、
浄
土
も
極
楽
も
あ
る
と
い
ふ
は
ま
こ
と
に
こ
そ
は
あ
め
れ
。
殿
の
御
前
の
御
心
の
中
に
こ
こ
ら
の
仏
の
現
れ
さ
せ
給
へ
る
に
こ
そ
あ
め
れ
。
と
記
す
。
こ
こ
で
は
法
成
寺
阿
弥
陀
堂
の
庭
園
を
尼
僧
た
ち
が
逍
遙
し
て
い
る
様
子
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
道
長
が
観
相
し
た
極
楽
浄
土
が
そ
の
娑
婆
世
界
に
出
現
し
た
の
が
法
成
寺
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
世
に
極
楽
浄
土
を
出
現
さ
せ
た
道
長
に
つ
い
て
巻
三
十
「
つ
る
の
は
や
し
」
で
は
、「
よ
ろ
ず
に
こ
の
僧
ど
も
見
奉
る
に
、
猶
権
者
に
お
は
し
ま
し
け
り
仏
界
の
荘
厳　
　
工
藤
美
和
子 
二
三
と
見
え
さ
せ
給
」
と
「
権
者
」（
仏
の
化
身
）
だ
と
称
し
て
い
る
（
7
）。
と
こ
ろ
で
『
栄
花
物
語
』
で
そ
の
よ
う
に
語
ら
れ
た
道
長
自
身
は
、
具
体
的
に
何
を
願
い
何
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
法
成
寺
を
建
立
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
道
長
が
願
主
と
な
っ
た
治
安
二
年（
一
〇
二
二
）七
月
十
四
日「
法
成
寺
金
堂
供
養
願
文
」（『
本
朝
文
集
』
巻
第
四
十
五
）
に
は
、
寺
あ
り
と
い
へ
ど
も
そ
の
法
を
置
か
ざ
る
と
き
む
ば
、
何
の
法
か
能
く
守
ら
む
。
□
□
と
い
へ
ど
も
そ
の
人
を
定
め
ざ
る
と
き
む
ば
、
誰
の
人
か
全
く
弘
め
む
。
す
で
に
□
容
を
□
、
我
が
願
満
ち
足
り
ぬ
。
い
は
む
や
仏
聖
、
燈
油
寺
に
満
ち
、
大
小
の
こ
と
内
外
な
く
、
隨
た
だ
多
き
を
や
。
封
第
の
旧
き
賜
に
及
ば
ず
。
猶
し
伽
藍
の
新
し
き
貯
を
□
が
ご
と
し
。
そ
の
善
根
を
推
る
に
、
皇
恩
な
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。
方
に
今
、
帝
王
儲
皇
の
祖
貴
し
と
い
へ
ど
も
、
も
ち
勤
め
ざ
る
と
き
は
そ
れ
菩
提
を
奈
何
せ
ん
。
三
后
二
府
の
父
厳
し
と
い
へ
ど
も
、も
し
懺
ひ
ざ
る
と
き
は
そ
れ
罪
業
を
奈
何
せ
ん
。（
中
略
）
そ
も
そ
も
弟
子
偏
に
菩
提
を
求
め
て
、
栄
耀
を
求
め
ず
、
朝
廷
已
む
こ
と
を
得
ず
し
て
、百
の
官
も
て
卒
ひ
由
り
ぬ
。（
中
略
）
善
根
の
上
分
を
も
て
、
先
に
震
儀
に
資
け
奉
ら
む
。
金
輪
久
し
く
転
じ
て
、
我
が
法
久
し
く
弘
む
べ
く
、
玉
燭
長
く
明
ら
か
に
し
て
、
我
が
寺
長
く
興
す
べ
し
（
8
）。
と
、「
そ
の
法
を
置
か
ざ
る
と
き
む
ば
、
何
の
法
か
能
く
守
ら
む
」
と
、
仏
法
が
説
か
れ
な
け
れ
ば
寺
院
を
建
立
し
た
意
味
を
な
さ
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
道
長
は
、
法
成
寺
を
建
立
す
る
前
、
藤
原
家
の
墓
所
だ
っ
た
木
幡
に
浄
妙
寺
を
建
立
し
た
が
、
寛
弘
二
年
（
一
〇
〇
五
）
十
月
十
九
日
に
行
わ
れ
た
浄
妙
寺
供
養
法
会
の
「
左
大
臣
の
為
の
浄
妙
寺
を
供
養
す
る
願
文
」
（『
本
朝
文
粋
』
巻
第
十
三
）
で
も
、
夫
れ
寺
廟
は
、
如
来
の
墳
墓
な
り
。
実
相
は
、
法
身
の
舎
利
な
り
。
山
城
の
独
勝
、
一
乗
を
弘
む
る
に
便
り
有
り
。
王
舎
遠
か
ら
ず
、
群
寮
を
率
ひ
る
に
煩
ふ
こ
と
無
し
。
丹
丘
青
塚
、
忽
ち
如
来
の
真
色
を
具
し
、
万
籟
百
泉
、
皆
妙
法
の
梵
音
を
唱
ふ
（
9
）。
と
述
べ
て
い
る
。
寺
院
と
は
釈
尊
の
遺
骨
（
舎
利
）
を
安
置
し
た
「
如
来
の
墳
墓
」
で
あ
る
が
、
単
に
舎
利
を
崇
め
る
た
め
に
建
て
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、そ
の
真
の
目
的
は
釈
尊
の
言
葉
「
一
乗
」（
法
華
経
）
を
弘
め
る
こ
と
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
法
成
寺
も
浄
妙
寺
も
そ
の
建
立
の
背
景
に
は
、
釈
尊
の
教
え
（
真
理
）
で
あ
る
経
典
を
説
く
場
と
し
て
の
寺
院
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
（
10
）。
「
法
成
寺
金
堂
供
養
願
文
」
で
も
、法
成
寺
は
釈
尊
の
教
え
を
娑
婆
世
界
に
広
め
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
が
、そ
の
仏
教
的
作
善
が
実
現
し
た
の
は
、
「
金
輪
久
し
く
転
じ
」
た
一
条
天
皇
の
「
皇
恩
」
に
よ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
偏
に
菩
提
を
求
め
て
、
栄
耀
を
求
め
ず
」
と
、
現
世
の
栄
誉
よ
り
も
「
皇
恩
」
に
対
す
る
報
恩
が
重
要
だ
と
述
べ
、
一
条
天
皇
の
治
世
が
長
く
続
く
こ
と
を
祈
る
こ
と
が
、「
我
が
法
久
し
く
弘
」
め
る
た
め
や
「
我
が
寺
長
く
」
続
く
た
め
に
な
る
と
考
え
た
。
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊　
洛
中
周
辺
地
域
の
歴
史
的
変
容
に
関
す
る
総
合
的
研
究 
二
四
『
栄
花
物
語
』
が
著
さ
れ
る
以
前
の
道
長
の
存
命
中
か
ら
道
長
に
対
し
て
、「
権
者
」
＝
仏
の
化
身
と
い
う
評
価
が
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
「
権
者
」
で
あ
る
道
長
が
住
む
場
所
は
極
楽
浄
土
に
相
違
な
い
。
法
成
寺
は
ま
さ
に
こ
の
世
に
極
楽
浄
土
が
出
現
し
た
こ
と
を
意
味
し
、
そ
こ
で
法
が
説
か
れ
る
こ
と
で
、
平
安
京
全
体
が
極
楽
浄
土
と
な
り
、
全
て
の
人
々
が
極
楽
浄
土
の
一
員
で
あ
る
菩
薩
と
な
っ
て
仏
道
修
行
を
行
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
第
二
章　
仏
界
の
法
勝
寺
法
勝
寺
が
建
立
さ
れ
た
白
川
の
地
は
、
本
来
は
藤
原
良
房
以
来
の
摂
関
家
所
領
で
あ
り
、
別
業
白
河
殿
は
三
条
大
路
の
近
辺
に
あ
っ
て
、
都
か
ら
逢
坂
の
関
に
い
た
る
道
が
前
方
を
通
っ
て
い
た
。『
栄
花
物
語
』巻
三
十
六
「
根
あ
は
せ
」
に
は
、一
条
天
皇
中
宮
彰
子
が
居
住
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、「
天
狗
な
ど
む
つ
か
し
き
わ
た
り
」
と
い
う
寂
寞
と
し
た
地
で
あ
っ
た
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
や
が
て
、
藤
原
師
実
よ
り
白
河
へ
と
献
上
さ
れ
法
勝
寺
が
創
建
さ
れ
た
が
、
西
口
順
子
氏
は
、
白
川
の
地
が
選
ば
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
白
川
が
東
国
へ
の
往
還
路
を
押
さ
え
る
交
通
の
要
衝
に
あ
っ
て
、
情
報
や
人
、
物
資
の
流
れ
を
把
握
で
き
る
場
所
と
し
て
政
治
的
、
経
済
的
な
重
要
性
に
着
目
し
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
11
）。
承
暦
元
年
（
一
〇
七
七
）
に
創
建
さ
れ
た
法
勝
寺
の
伽
藍
は
、
金
堂
・
講
堂
・
阿
弥
陀
堂
・
薬
師
堂
・
法
華
堂
・
五
大
堂
・
八
角
九
重
塔
が
立
ち
並
ぶ
壮
観
な
様
相
で
あ
っ
た
。
金
堂
に
は
三
丈
二
尺
の
大
日
如
来
を
中
心
と
す
る
胎
蔵
界
曼
荼
羅
の
諸
尊
が
安
置
さ
れ
た
。
承
暦
二
年（
一
〇
七
八
）
十
月
三
日
に
は
、
大
乗
会
が
開
催
さ
れ
、
講
堂
で
は
五
部
大
乗
会
が
講
説
さ
れ
た
。
大
乗
会
は
後
三
条
天
皇
御
願
の
円
宗
寺
の
法
華
会
と
最
勝
会
と
あ
わ
せ
て
北
京
三
会
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
法
会
は
天
台
宗
の
僧
侶
に
と
っ
て
僧
綱
昇
進
へ
の
足
が
か
り
と
な
る
重
要
な
法
会
と
な
っ
て
い
く
（
12
）。
ま
た
八
角
九
重
塔
の
内
部
に
は
金
剛
界
曼
荼
羅
の
五
智
如
来
が
配
さ
れ
、
金
堂
の
胎
蔵
界
と
あ
わ
せ
て
両
界
曼
荼
羅
の
世
界
が
立
体
的
に
具
現
化
さ
れ
た
（
13
）。
さ
ら
に
法
勝
寺
創
建
後
、
堀
河
天
皇
御
願
の
尊
勝
寺
が
法
勝
寺
の
西
側
に
、
続
け
て
鳥
羽
天
皇
御
願
の
最
勝
寺
、
待
賢
門
院
璋
子
の
円
勝
寺
、
崇
徳
天
皇
御
願
の
成
勝
寺
、
近
衛
天
皇
御
願
の
延
勝
寺
が
法
勝
寺
を
囲
む
よ
う
に
造
営
さ
れ
た
。
寺
院
創
建
は
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
白
河
は
上
皇
御
所
の
白
河
泉
殿
に
阿
弥
陀
堂
を
、
そ
の
東
側
に
得
長
寿
院
を
、
ま
た
、
南
に
美
福
門
院
得
子
の
金
剛
勝
院
が
造
営
さ
れ
た
。
さ
ら
に
尊
勝
寺
の
南
に
は
、
堀
河
天
皇
中
宮
篤
子
の
証
菩
提
院
、
北
側
に
美
福
門
院
の
歓
喜
光
院
が
建
て
ら
れ
る
な
ど
、
法
勝
寺
周
辺
は
一
大
宗
教
都
市
へ
と
変
貌
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
「
仏
界
の
荘
厳
を
髣
髴
と
す
る
も
の
か
」
と
評
さ
れ
た
よ
う
に
、法
勝
寺
は
、法
成
寺
と
同
様
に
娑
婆
世
界
に
出
現
し
た
浄
土
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
仏
界
の
荘
厳　
　
工
藤
美
和
子 
二
五
で
は
具
体
的
に
法
勝
寺
は
ど
の
よ
う
な
浄
土
で
あ
り
、
何
を
実
現
す
る
た
め
に
建
立
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
法
勝
寺
創
建
の
目
的
は
、大
治
三
年
（
一
一
二
八
）
十
月
二
十
二
日
「
白
河
法
皇
の
八
幡
一
切
経
供
養
の
願
文
」（『
本
朝
続
文
粋
』
巻
第
十
二
）
に
よ
れ
ば
、「
弟
子
在
位
当
初
殊
に
弘
願
を
発
し
、
洛
城
の
東
、
一
勝
境
を
占
め
て
大
伽
藍
を
建
て
、
法
勝
寺
と
称
す
（
14
）」
と
、
白
河
が
天
皇
在
位
中
時
の
発
願
で
あ
っ
た
と
い
う
。
で
は
法
勝
寺
い
か
な
る
「
仏
界
」
だ
と
語
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
（
一
）
①  
「
法
勝
寺
千
部
仁
王
経
転
読
供
養
願
文
」（『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
巻
一
）
天
永
元
年
（
一
一
一
〇
）
六
月
四
日
、
法
勝
寺
で
『
仁
王
経
』（『
仁
王
般
若
波
羅
蜜
経
』）
千
部
転
読
の
法
要
が
行
わ
れ
た
。
願
文
は
、白
河
の
父
後
三
条
天
皇
の
時
代
か
ら
仕
え
て
い
る
文
人
貴
族
大
江
匡
房
（
一
〇
四
一
〜
一
一
一
一
）
が
作
成
し
た
。
法
会
で
転
読
さ
れ
た
『
仁
王
経
』
は
、
国
土
守
護
と
未
来
永
劫
の
繁
栄
の
た
め
に
、
百
の
仏
や
菩
薩
を
勧
請
し
、
百
の
高
座
を
設
け
講
説
す
る
こ
と
で
般
若
波
羅
蜜
を
受
持
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
経
典
で
、『
法
華
経
』『
最
勝
王
経
』
と
と
も
に
護
国
経
典
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
き
た
。
法
勝
寺
で
は
、
康
和
五
年
（
一
一
〇
三
）
六
月
二
十
六
日
と
嘉
承
二
年
（
一
一
〇
七
）
六
月
四
日
に
も
仁
王
会
が
開
か
れ
て
い
る
。
願
文
に
は
法
勝
寺
と
都
と
の
関
係
、
当
時
ま
だ
幼
か
っ
た
鳥
羽
天
皇
の
政
治
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。
蓋
し
聞
く
、
王
舎
城
の
中
、
臘
を
渡
る
雪
猶
し
宿
る
も
、
耆
闍
崛
の
上
に
は
、初
年
の
花
漸
く
開
く
と
。
地
上
と
共
に
二
諦
の
門
に
入
る
。
聖
と
云
い
凡
と
云
い
、皆
五
忍
の
道
を
開
か
ん
。
伏
し
て
以
へ
ら
く
、
皇
帝
陛
下
、
少
く
龍
飛
の
位
を
履
み
、
早
に
鴻
業
の
仁
に
鍾
り
た
ま
う
。
軒
轅
は
徳
を
譲
り
、
春
秋
を
大
椿
に
富
ま
せ
た
ま
ひ
、
陶
唐
も
名
を
謝
ち
、
鳳
鳥
を
修
竹
に
致
し
た
ま
へ
り
と
お
も
う
（
15
）。
「
王
舎
城
」
は
釈
尊
誕
生
の
地
で
あ
る
宮
城
を
、「
耆
闍
崛
」
は
釈
尊
最
後
の
説
法
の
地
で
あ
る
が
、
願
文
で
は
「
王
舎
城
」
が
平
安
京
を
、「
耆
闍
崛
」
は
法
勝
寺
を
意
味
し
て
い
る
。
つ
ま
り
「
王
舎
城
」
は
世
俗
の
世
界
を
指
し
、
そ
こ
に
は
長
年
（「
臘
を
渡
る
」）
に
わ
た
っ
て
煩
悩
が
「
雪
」
の
よ
う
に
積
み
重
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
、
釈
尊
の
教
え
が
説
か
れ
る
「
耆
闍
崛
」
＝
法
勝
寺
こ
そ
、「
花
漸
く
開
く
」
と
、
た
ち
ま
ち
悟
り
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
場
だ
と
述
べ
ら
れ
る
。
そ
し
て
法
勝
寺
で
は
、
出
家
者
（「
聖
」）
も
在
家
者
（「
俗
」）
も
皆
が
「
五
忍
」
を
目
指
す
と
い
う
。
「
五
忍
」
と
は
『
仁
王
経
』
の
言
葉
で
、
菩
薩
の
修
行
五
段
階
（
伏
忍
・
信
忍
・
順
忍
・
無
生
忍
・
寂
滅
忍
）
を
意
味
し
、
法
勝
寺
は
僧
俗
関
係
な
く
、
法
勝
寺
に
集
ま
る
も
の
す
べ
て
が
悟
り
を
開
く
場
だ
と
述
べ
て
い
る
。
続
け
て
願
文
は
、「
皇
帝
陛
下
」
＝
鳥
羽
天
皇
の
徳
政
に
つ
い
て
、
幼
帝
で
は
あ
る
も
の
の
、そ
の
徳
は
中
国
の
伝
説
的
帝
王
で
あ
る
「
軒
轅
」（
黄
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊　
洛
中
周
辺
地
域
の
歴
史
的
変
容
に
関
す
る
総
合
的
研
究 
二
六
帝
）
を
凌
ぎ
、そ
の
善
政
に
応
え
る
か
の
よ
う
に
「
修
竹
」（
聖
な
る
王
が
即
位
す
れ
ば
鳳
凰
が
出
現
し
吉
祥
を
も
た
ら
す
と
さ
れ
る
故
事
）
が
現
れ
る
と
い
う
。
そ
れ
は
、
鳥
羽
の
治
世
が
伝
説
的
帝
王
が
君
臨
し
た
聖
代
の
再
現
で
あ
る
こ
と
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
し
か
し
願
文
は
、
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。
爰
に
、
今
年
庚
寅
、
歳
厄
会
に
当
た
る
。（
中
略
）
玄
象
の
度
を
愆
つ
、
三
合
の
凶
相
加
る
。
天
地
の
不
祥
を
消
す
は
、
波
羅
密
の
水
に
如
か
ず
。
星
辰
の
変
異
を
散
ず
る
は
、
実
智
恵
の
花
に
過
ぐ
る
は
莫
し
。
天
永
元
年
は
、「
厄
会
」「
三
合
」
の
凶
年
に
あ
た
り
、
必
ず
災
い
が
起
こ
る
年
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
聖
帝
と
み
な
さ
れ
た
鳥
羽
で
あ
っ
て
も
逃
れ
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
白
河
は
、「
天
地
の
不
祥
」
を
除
く
た
め
に
は
、「
波
羅
蜜
」（
仏
道
修
行
）
と
「
実
智
恵
」（
仏
の
智
慧
）
に
勝
る
も
の
は
な
い
と
述
べ
る
。『
仁
王
経
』
の
必
要
性
に
つ
い
て
願
文
で
は
、
是
を
以
て
、
一
千
の
経
典
を
写
し
、
供
養
の
精
勤
を
専
ら
に
す
。
法
勝
の
道
場
を
し
て
、
釈
門
の
梵
席
と
為
し
、
月
卿
雲
客
の
堂
に
満
つ
る
や
、
盛
夏
に
汗
を
拭
い
、
霞
衣
雪
印
の
袖
を
連
ぬ
る
や
、
崇
朝
に
音
を
合
す
。
一
日
に
二
時
、
忽
ち
に
す
べ
か
ら
ず
。
弥
一
生
の
帰
依
を
憑
み
た
て
ま
つ
る
。
千
里
の
七
難
、
起
る
べ
か
ら
ず
。
只
だ
千
部
の
読
誦
に
任
す
。
時
に
、
白
河
の
水
浄
け
れ
ば
、
漢
月
感
応
の
光
を
浮
か
ぶ
。
東
山
の
風
閑
か
な
れ
ば
、
嶺
雲
去
来
の
景
を
駐
む
。
仰
ぎ
願
く
は
、
此
の
功
徳
を
以
て
、
聖
上
を
祈
り
奉
る
。
白
楡
怪
を
罷
め
、
葛
天
の
俗
に
返
し
た
ま
へ
。
金
輪
年
を
添
へ
、
花
胥
の
齢
を
保
た
せ
た
ま
へ
。
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
『
仁
王
経
』
は
〈
空
〉
に
つ
い
て
説
か
れ
た
般
若
経
典
で
、
存
在
す
る
も
の
は
全
て
縁
起
の
関
係
の
上
に
仮
に
在
る
だ
け
で
、
実
体
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と
い
う
仏
教
の
根
本
思
想
が
説
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、『
仁
王
経
』
の
講
説
を
法
勝
寺
で
行
う
こ
と
で
、
法
会
に
参
集
し
た
人
々
は
〈
空
〉
と
は
何
か
を
知
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、こ
の
世
の
あ
ら
ゆ
る
現
象
は
〈
空
〉
で
あ
り
、「
厄
会
」「
三
合
」
と
い
う
現
象
も
、
実
体
は
な
く
衆
生
が
作
り
出
し
た
煩
悩
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
幻
想
に
し
か
過
ぎ
な
い
こ
と
を
人
々
が
知
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
白
河
の
水
浄
け
れ
ば
、
漢
月
感
応
の
光
を
浮
か
ぶ
。
東
山
の
風
閑
か
な
れ
ば
、
嶺
雲
去
来
の
景
を
駐
む
」
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
法
勝
寺
と
い
う
場
で
説
か
れ
る
仏
の
真
理
が
、
あ
た
か
も
白
河
の
水
や
東
山
の
風
の
よ
う
に
「
王
舎
城
」
へ
と
広
が
っ
て
い
き
、仏
の
感
応
（「
漢
月
感
応
の
光
」「
嶺
雲
去
来
の
景
」）
が
す
べ
て
の
人
々
に
も
た
ら
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
願
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
世
俗
の
世
界
は
、
仏
界
で
あ
る
法
勝
寺
と
そ
こ
で
説
か
れ
た
仏
法
に
よ
っ
て
清
浄
化
さ
れ
て
い
く
の
だ
と
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
仏
界
の
荘
厳　
　
工
藤
美
和
子 
二
七
（
二
）
②
「
法
勝
寺
金
泥
一
切
経
供
養
願
文
」（『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
巻
一
）
天
永
元
年
年
五
月
十
一
日
、
法
勝
寺
で
一
切
経
の
供
養
法
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
法
会
は
本
来
三
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
天
候
不
順
の
た
め
三
度
も
延
引
さ
れ
た
。こ
の
延
引
を
白
河
が
激
怒
し
た
こ
と
が『
古
事
談
』
巻
一
に
記
さ
れ
て
い
る
。
上
川
通
夫
氏
に
よ
る
と
、
こ
の
一
切
経
の
書
写
は
、
藤
原
道
長
の
法
成
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
た
奝
然
将
来
の
宋
版
一
切
経
が
底
本
で
あ
る
（
16
）。
一
切
経
の
供
養
は
、
白
河
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
仏
教
的
作
善
で
、
法
勝
寺
で
は
康
和
五
年
（
一
一
〇
三
）、
永
久
元
年
（
一
一
一
三
）
閏
三
月
二
十
八
日
に
白
河
を
願
主
と
し
て
行
わ
れ
た
。
白
河
は
祇
園
女
御
ら
と
と
も
に
永
久
元
年
十
月
一
日
に
六
波
羅
蜜
堂
で
も
供
養
会
を
行
っ
て
い
る
。
天
承
元
年
（
一
一
三
一
）
六
月
十
七
日
に
は
、
鳥
羽
が
白
河
の
た
め
に
法
勝
寺
で
一
切
経
を
転
読
し
て
い
る
。
一
切
経
供
養
の
重
要
性
に
つ
い
て
白
河
は
、
元
永
元
年
正
月
の
願
文
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
釈
尊
の
遺
教
を
留
め
た
て
ま
つ
ら
む
と
欲
せ
ば
、
書
写
に
し
か
ず
。
滋
氏
の
下
生
に
伝
へ
た
て
ま
つ
ら
む
が
為
に
は
、
文
字
に
過
ぐ
る
は
無
し
。
夫
れ
、
天
に
五
才
あ
り
。
金
其
の
中
に
居
す
。
地
に
七
宝
有
り
。
金
其
の
始
め
に
在
り
。
百
練
す
れ
ど
も
質
を
易
へ
ず
。
久
し
く
蓄
ふ
と
も
衣
を
生
さ
ず
。
書
写
の
功
多
し
と
雖
も
、
金
の
書
有
る
こ
と
希
な
り
。
文
字
の
道
広
し
と
雖
も
、
金
の
文
殊
に
勝
れ
り
。
仍
り
て
、
紺
紙
金
泥
を
以
て
、
一
代
の
聖
教
を
写
し
奉
る
。
是
に
於
て
、
大
小
乗
の
森
羅
、
皆
揚
州
の
風
よ
り
出
づ
。
権
実
教
の
流
布
、
尽
く
に
檪
陽
の
雨
と
成
る
。
玉
軸
星
の
ご
と
く
連
り
、天
津
の
暮
の
景
か
と
迷
ひ
、
彩
帙
錦
を
剪
る
。
蜀
江
の
春
の
波
を
出
せ
り
。
七
処
八
会
の
暁
自
り
起
り
、
醍
醐
捃
拾
の
時
に
訖
る
。
此
の
中
の
二
千
巻
に
至
り
て
は
、
供
養
先
づ
畢
ぬ
。
今
の
誦
す
る
所
は
、
律
蔵
論
蔵
、
賢
聖
集
等
の
み
。
梅
雨
晴
れ
、
麦
風
止
む
。
三
年
五
月
の
天
、
洞
雲
巻
き
、
嶺
日
昇
り
、
河
東
山
西
の
地
、
法
勝
寺
に
就
き
敬
ひ
て
供
養
し
奉
る
。
百
口
の
侶
を
引
き
、
希
代
の
大
会
を
設
く
。（
中
略
）
相
ひ
伝
へ
て
曰
ふ
、
法
華
の
六
万
九
千
、
文
々
光
を
放
つ
、
皆
是
れ
人
中
の
尊
な
り
、
例
を
挙
げ
て
知
り
ぬ
、
唄
葉
の
五
千
三
百
、
軸
々
相
を
具
ふ
。
何
ぞ
台
上
の
聖
に
非
ず
や
。
定
め
て
仏
の
心
に
随
喜
し
た
ま
ひ
、
必
ず
法
界
に
周
遍
す
ら
む
。
一
切
経
と
は
、
釈
尊
が
最
初
に
説
い
た
「
七
処
八
会
の
暁
」（
華
厳
経
）
か
ら
、最
後
の
説
法
「
醍
醐
捃
拾
の
時
」（
涅
槃
経
）
ま
で
の
経
典
で
あ
る
こ
と
、
二
千
巻
の
書
写
供
養
は
す
で
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
未
だ
「
律
蔵
論
蔵
、
賢
聖
集
等
」
の
書
写
供
養
は
実
現
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
一
切
経
を
書
写
す
る
理
由
は
、「
釈
尊
の
遺
教
」
で
あ
る
一
切
経
を
「
慈
氏
の
下
生
に
伝
へ
た
て
ま
つ
ら
む
が
為
に
は
、
文
字
に
過
ぐ
る
は
無
し
」
と
、
弥
勒
菩
薩
が
娑
婆
世
界
に
下
生
し
、
一
切
衆
生
が
済
度
さ
れ
る
時
ま
で
伝
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
ず
、
弥
勒
下
生
ま
で
の
長
期
に
わ
た
っ
て
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊　
洛
中
周
辺
地
域
の
歴
史
的
変
容
に
関
す
る
総
合
的
研
究 
二
八
経
典
を
伝
え
て
い
く
方
法
は
、
金
字
で
書
写
す
る
以
外
に
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
な
ぜ
金
字
な
の
か
に
つ
い
て
願
文
は
、
天
の
「
五
才
（
金
木
水
火
土
星
）」
や
地
の
「
七
宝
（
金
銀
瑠
璃
水
晶
蝦
蛄
珊
瑚
瑪
瑙
）」
は
す
べ
て
「
金
」
か
ら
始
ま
る
こ
と
、
金
は
「
百
練
」
し
て
も
変
化
が
な
く
永
遠
不
変
で
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
一
切
経
と
い
う
仏
の
言
葉
を
娑
婆
世
界
に
永
遠
に
留
め
て
お
く
た
め
に
は
、
金
字
で
残
す
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
と
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、「
大
小
乗
の
森
羅
、
皆
揚
州
の
風
よ
り
出
づ
。
権
実
教
の
流
布
、
尽
く
に
檪
陽
の
雨
と
成
る
。」
と
、皇
帝
の
徳
が
社
会
へ
と
行
き
わ
た
っ
て
い
く
中
国
の
故
事
を
踏
ま
え
な
が
ら
、仏
教
の
真
理
が
「
揚
州
の
風
」「
檪
陽
の
雨
」
の
よ
う
に
一
切
衆
生
へ
と
及
ぼ
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
①
「
法
勝
寺
千
部
仁
王
経
転
読
供
養
願
文
」
の
「
白
河
の
水
浄
け
れ
ば
、
漢
月
感
応
の
光
を
浮
か
ぶ
。
東
山
の
風
閑
か
な
れ
ば
、
嶺
雲
去
来
の
景
を
駐
む
」
と
同
じ
く
、
仏
の
真
理
が
娑
婆
世
界
へ
と
広
ま
っ
て
い
き
、
浄
土
化
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
意
味
す
る
。
経
典
講
説
に
つ
い
て
白
河
は
、承
暦
二
年
（
一
〇
七
八
）「
法
勝
寺
大
乗
会
表
白
」（『
本
朝
文
集
』（
巻
第
五
十
三
）
で
も
、
五
部
大
乗
経
の
講
説
を
、「
今
此
の
鷲
峯
の
旧
儀
を
、
彼
の
龍
花
の
後
会
に
伝
え
む
（
17
）」
と
、
弥
勒
菩
薩
の
下
生
ま
で
大
乗
の
教
え
を
説
き
続
け
た
い
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
『
法
華
経
』
の
文
字
数
を
記
し
た
「
法
華
の
六
万
九
千
」
は
、「
皆
是
れ
人
中
の
尊
」、
す
な
わ
ち
釈
尊
そ
の
も
の
で
あ
り
、『
法
華
経
』
の
六
万
九
千
文
字
は
単
に
字
な
の
で
は
な
く
、
そ
の
一
字
一
字
の
本
質
は
仏
そ
の
も
の
だ
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
経
典
（「
唄
葉
」）
の
数
「
五
千
三
百
」
も
、一
巻
一
巻
が
仏
の
相
好
（「
相
を
具
ふ
」）
を
具
え
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
経
巻
も
ま
た
釈
尊
そ
の
も
の
だ
と
い
う
。
ま
た
経
典
を
書
写
す
る
と
い
う
行
為
は
、「
仏
の
心
」
を
喜
ば
す
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
一
切
経
が
全
て
の
世
界
に
遍
く
行
き
わ
た
る
と
述
べ
る
。
書
写
さ
れ
た
経
典
は
、弥
勒
下
生
の
時
ま
で
法
勝
寺
に
安
置
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
法
勝
寺
が
一
切
経
を
弥
勒
下
生
時
ま
で
保
存
す
る
と
い
う
役
割
を
担
う
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
仏
の
真
理
で
あ
る
一
切
経
が
常
に
外
部
に
向
か
っ
て
説
き
続
け
ら
れ
る
場
、
釈
尊
在
世
時
の
説
法
の
婆
と
同
等
の
役
割
を
果
た
す
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
も
示
唆
し
て
い
る
。
第
三
章　
仏
界
と
都
市
（
一
）
金
輪
聖
王
と
天
皇
上
述
し
た
二
つ
の
願
文
の
中
で
注
目
す
べ
き
は
、
①
「
法
勝
寺
千
部
仁
王
経
転
読
供
養
願
文
」
で
鳥
羽
天
皇
が
「
金
輪
」
と
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
金
輪
」
と
は
、古
代
イ
ン
ド
の
帝
王
観
で
あ
る
四
種
の
転
輪
聖
王
の
な
か
の
金
輪
聖
王
の
こ
と
で
、
仏
法
に
基
づ
く
善
政
を
行
う
理
想
的
な
王
の
仏
界
の
荘
厳　
　
工
藤
美
和
子 
二
九
こ
と
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
朱
鳥
元
年
（
六
八
六
）（
文
武
天
皇
二
年
（
六
九
八
）
説
も
有
り
）「
長
谷
寺
銅
版
法
華
説
相
図
銘
」
に
「
伏
し
て
惟
れ
ば
聖
帝
は
、
金
輪
を
超
へ
た
ま
ひ
、
逸
多
（
弥
勒
菩
薩
）
に
同
じ
。
真
と
俗
と
双
つ
な
が
ら
流
る
る
も
、
化
度
央
く
る
无
し
（
18
）」
が
管
見
し
た
と
こ
ろ
「
金
輪
」
の
初
見
で
、「
聖
帝
」
の
天
武
天
皇
が
「
金
輪
」
以
上
の
存
在
、
弥
勒
菩
薩
に
等
し
い
人
徳
を
有
し
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
る
。
八
世
紀
に
入
る
と
、天
平
勝
宝
九
歳
（
七
五
七
）「
大
仏
殿
東
曼
陀
羅
右
縁
文
」
に
「
金
輪
を
送
っ
て
成
道
し
、
然
る
後
、
神
を
八
正
に
□
、
舎
那
の
蓮
台
に
陪
り
、
福
を
三
明
に
契
り
、
普
光
を
法
座
に
叙
べ
む
（
19
）」
と
、
聖
武
天
皇
が
「
金
輪
」
と
称
さ
れ
る
。
神
護
景
雲
元
年
（
七
六
五
）
の
「
法
隆
寺
行
信
発
願
経
」
で
は
、
称
徳
天
皇
を
「
金
輪
」
と
記
し
、『
続
日
本
紀
』
宝
亀
四
年
（
七
七
三
）
十
一
月
辛
卯
条
の
詔
に
は
光
仁
天
皇
を
「
金
輪
」
と
称
し
て
い
る
が
、「
金
輪
」
と
記
さ
れ
る
だ
け
で
金
輪
聖
王
と
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
「
金
輪
」
の
使
用
例
も
少
な
い
。
九
世
紀
に
入
る
と
、
天
長
七
年
（
八
三
〇
）、
空
海
に
よ
っ
て
淳
和
天
皇
に
撰
進
さ
れ
た
『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
巻
第
二
「
愚
童
持
斎
住
心
」
の
後
半
に
は
「
輪
王
を
明
か
す
（
20
）」
と
記
さ
れ
、
ま
た
空
海
が
作
成
し
た
天
長
四
年
（
八
二
七
）
七
月
下
旬
「
右
将
軍
良
納
言
、
開
府
儀
同
三
司
左
僕
射
の
為
に
大
祥
の
斎
を
設
く
る
願
文
」（『
性
霊
集
』
巻
六
）
に
は
、「
皇
帝
陛
下
、
金
輪
、
四
天
に
転
じ
、
智
剣
、
三
障
を
斫
ら
む
（
21
）」
と
、
淳
和
天
皇
が
「
金
輪
」
を
転
じ
る
こ
と
で
、
衆
生
の
「
三
障
」
が
取
り
除
か
れ
る
と
い
う
。
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
元
年
（
八
五
九
）
四
月
十
八
日
条
に
は
、仁
明
天
皇
皇
后
藤
原
順
子
が
願
主
と
な
っ
た
願
文
が
収
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
「
我
が
皇
、
千
仏
手
を
並
べ
て
、
倶
に
摩
頂
の
愍
を
垂
れ
、
百
像
の
口
を
聚
め
て
、
同
じ
く
育
養
の
慈
を
加
へ
ん
こ
と
を
。
金
輪
長
く
転
じ
て
、
北
極
の
尊
動
か
ず
（
22
）」
と
、
当
時
の
天
皇
で
あ
る
清
和
天
皇
が
「
金
輪
」
を
転
じ
治
世
が
安
泰
で
あ
る
こ
と
が
願
わ
れ
て
い
る
。
清
和
は
、
同
じ
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
元
年
八
月
二
十
八
日
条
の
伝
灯
大
法
師
恵
亮
の
上
表
文
に
「
伏
し
て
惟
れ
ば
金
輪
陛
下
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
八
〜
九
世
紀
も
天
皇
と
「
金
輪
」
を
関
連
づ
け
る
用
例
は
少
な
い
。
次
に
「
金
輪
」
と
称
さ
れ
る
の
は
、天
慶
十
年
（
九
四
七
）
四
月
二
十
八
日
「
朱
雀
院
の
御
八
講
を
修
せ
ら
る
願
文
」（『
本
朝
文
粋
』
巻
第
十
三
）
の
中
で
村
上
天
皇
を
「
紫
微
聖
徳
の
居
、
金
輪
常
に
照
ら
し
」
と
記
し
た
例
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
村
上
は
、天
暦
九
年
（
九
五
五
）
正
月
四
日
、自
ら
筆
を
執
っ
た
『
法
華
経
』
の
供
養
会
を
清
涼
殿
で
行
っ
た
。「
村
上
天
皇
御
筆
の
法
華
経
を
供
養
講
説
す
る
日
の
問
者
の
表
白
文
」（『
本
朝
文
粋
』
巻
第
十
三
）
の
な
か
で
、村
上
は
「
金
輪
聖
主
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
金
輪
聖
主
」
と
は
、
金
輪
聖
王
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
天
皇
を
「
金
輪
聖
王
」
と
表
記
し
た
初
例
で
あ
る
。
村
上
の
後
に
金
輪
聖
王
と
称
さ
れ
た
の
は
一
条
天
皇
で
あ
る
。
寛
弘
元
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊　
洛
中
周
辺
地
域
の
歴
史
的
変
容
に
関
す
る
総
合
的
研
究 
三
〇
年
（
一
〇
〇
四
）
十
月
十
四
日
「
尾
張
国
熱
田
神
社
に
於
て
大
般
若
経
を
供
養
す
る
願
文
」（『
本
朝
文
粋
』
巻
第
十
三
）
で
は
、
願
主
の
大
江
匡
衡
が
『
大
般
若
経
』
供
養
の
功
徳
を
一
条
へ
と
廻
向
し
、「
忝
く
も
恵
業
を
捧
げ
、
金
輪
聖
主
を
祈
り
奉
ら
む
、
福
寿
を
増
長
し
、
御
願
を
円
満
し
、
天
下
を
澄
清
し
、
仏
法
を
興
隆
せ
む
」
と
、
一
条
天
皇
＝
「
金
輪
聖
主
」
が
長
寿
で
あ
る
こ
と
が
、
仏
法
興
隆
を
盛
ん
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
願
わ
れ
て
い
る
（
23
）。
十
一
世
紀
に
な
る
と
、
真
言
宗
小
野
流
の
成
尊
（
一
〇
二
一
〜
一
〇
七
四
）
が
東
宮
時
代
の
後
三
条
天
皇
に
奉
っ
た
『
真
言
付
法
纂
要
抄
』
で
「
今
遍
照
金
剛
、
鎮
住
日
域
、
増
金
輪
聖
王
福
矣
（
24
）」
と
、
後
冷
泉
天
皇
を
「
金
輪
聖
王
」
と
称
し
て
い
る
。
さ
ら
に
白
河
も
天
皇
在
位
中
の
応
徳
元
年
（
一
〇
八
四
）
二
月
「
美
作
の
土
民
散
位
藤
原
秀
隆
の
塔
」（『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
巻
六
）
で
、「
金
輪
瑤
図
の
前
に
、
日
月
傾
く
こ
と
無
く
」
と
、「
金
輪
」
と
称
さ
れ
る
。
ま
た
、
天
仁
三
年
（
一
一
一
〇
）
十
一
月
「
真
言
寺
に
於
て
多
宝
塔
を
造
立
せ
ら
る
願
文
」（『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
巻
一
）
は
、
白
河
を
「
金
輪
聖
王
、
春
秋
弥
よ
富
ん
で
、
南
山
の
寿
限
り
無
く
」
と
、
金
輪
聖
王
と
し
て
の
長
寿
が
願
わ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
転
輪
聖
王
と
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
古
代
イ
ン
ド
の
理
想
的
聖
帝
の
こ
と
で
、
七
宝
を
有
し
、
三
十
二
相
を
具
す
。
こ
の
帝
王
が
世
界
に
出
現
す
る
と
き
、
チ
ャ
ク
ラ
（
輪
）
が
現
れ
る
。
チ
ャ
ク
ラ
は
本
来
武
器
の
一
種
で
あ
る
が
、転
輪
聖
王
は
そ
れ
を
用
い
る
こ
と
な
く
、法
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
世
界
を
治
め
る
と
い
う
。
転
輪
聖
王
は
、
金
輪
・
銀
輪
・
銅
輪
・
鉄
輪
聖
王
に
分
か
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
統
治
す
る
領
域
の
大
き
さ
に
差
が
あ
る
。
金
輪
聖
王
は
、
人
間
が
悪
を
知
ら
な
い
人
寿
八
万
歳
の
理
想
的
な
時
代
に
出
現
し
、
四
洲
を
統
治
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
転
輪
聖
王
に
つ
い
て
詳
細
に
記
し
て
い
る
龍
樹
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
巻
第
十
七
に
よ
れ
ば
、第
二
地
の
菩
薩
、
此
の
地
に
住
し
て
、
常
に
転
輪
王
と
作
る
。
第
二
地
を
ば
、
十
地
の
中
に
於
て
名
け
て
離
垢
と
す
。（
中
略
）
是
の
菩
薩
、
若
し
未
だ
欲
を
離
れ
ざ
れ
ば
、
此
の
地
の
果
報
の
因
縁
の
故
に
、
四
天
下
の
転
輪
聖
王
と
作
り
て
、
千
輻
の
金
輪
の
種
々
の
珍
宝
を
も
て
、
其
の
を
荘
厳
し
、
瑱
琉
璃
を
轂
と
し
て
、
周
円
十
五
里
な
る
を
得
。（
中
略
）
又
、転
輪
聖
王
に
四
つ
の
如
意
の
徳
有
り
。
一
つ
は
色
貌
端
政
に
し
て
、
四
天
下
に
於
て
第
一
無
比
な
り
。
二
つ
に
は
病
痛
無
し
。
三
つ
に
は
人
民
深
く
愛
す
。
四
つ
に
は
寿
命
長
遠
な
り
。
衆
生
を
教
誨
す
る
に
十
善
業
を
以
て
し
、
能
く
諸
天
の
宮
殿
を
し
て
充
満
せ
し
め
、
能
く
阿
修
羅
の
衆
を
滅
し
、
能
く
諸
の
悪
趣
を
薄
く
し
、
善
処
を
増
益
す
。
能
く
衆
生
の
為
に
多
く
の
利
事
を
求
め
、
施
作
す
る
所
有
る
に
兵
仗
を
用
ゐ
ず
。
法
を
以
て
治
化
し
て
天
下
安
楽
な
り
。（25
）。
と
、
転
輪
聖
王
は
「
二
地
」
の
菩
薩
で
は
あ
る
が
、
修
行
が
未
完
成
と
い
仏
界
の
荘
厳　
　
工
藤
美
和
子 
三
一
う
こ
と
で
は
な
く
、「
離
垢
」
す
な
わ
ち
煩
悩
は
滅
し
て
い
る
が
、
衆
生
救
済
の
た
め
に
あ
え
て
悟
り
を
得
ず
に
転
輪
聖
王
と
し
て
娑
婆
世
界
に
出
現
す
る
こ
と
を
誓
っ
た
菩
薩
だ
と
述
べ
て
い
る
。「
二
地
」
の
菩
薩
と
は
『
華
厳
経
』
十
地
品
に
記
さ
れ
る
菩
薩
の
階
位
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
転
輪
聖
王
観
は
、
古
代
イ
ン
ド
で
は
紀
元
前
三
世
紀
頃
の
阿
育
王
（
ア
シ
ョ
ー
カ
）や
紀
元
前
二
世
紀
頃
の
カ
ー
ラ
ヴ
ェ
ー
ラ
王
が
転
輪
聖
王
と
み
な
さ
れ
た
時
代
に
発
展
し
た
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
イ
ン
ド
か
ら
ア
ジ
ア
の
周
辺
諸
国
へ
と
伝
わ
る
と
、
国
王
の
理
想
的
あ
り
方
と
し
て
受
容
さ
れ
、
ア
ジ
ア
諸
国
は
こ
ぞ
っ
て
転
輪
聖
王
を
頂
く
仏
教
国
家
へ
と
変
貌
し
て
い
っ
た
。
た
と
え
ば
中
国
で
は
、
唐
の
則
天
武
后
が
皇
帝
へ
と
即
位
す
る
際
に
、
『
大
雲
経
疏
』
を
編
纂
さ
せ
自
ら
を
転
輪
聖
王
で
あ
る
と
と
も
に
、下
生
し
た
弥
勒
菩
薩
で
あ
る
と
宣
言
し
た
話
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
唐
の
粛
宗
帝
も
不
空
（
七
〇
五
〜
七
七
四
）
よ
り
「
帝
授
転
輪
王
七
宝
灌
頂
」
（『
大
唐
故
大
徳
贈
司
空
大
弁
正
広
智
不
空
三
蔵
行
状
』）
と
称
さ
れ
て
い
る
。
不
空
は
、
代
宗
帝
も
「
金
輪
の
日
」「
金
輪
帝
位
」「
金
輪
の
再
誕
」
（『
表
制
集
』）
と
呼
ん
で
い
る
。
新
羅
国
で
も
転
輪
聖
王
観
が
受
容
さ
れ
、
真
興
王
（
五
三
四
〜
五
七
六
）
は
、
二
人
の
息
子
を
そ
れ
ぞ
れ
銅
輪
・
金
輪
と
名
付
け
た
と
さ
れ
て
い
る
（
26
）。
日
本
で
い
ち
早
く
金
輪
聖
王
に
注
目
し
た
の
は
空
海
で
あ
る
。
天
長
七
年
（
八
三
〇
）
に
「
天
長
六
本
宗
書
」
と
し
て
淳
和
天
皇
に
撰
進
さ
れ
た
『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
巻
第
二
「
愚
童
持
斎
住
心
」
に
は
、『
十
住
毘
婆
沙
論
』
巻
第
十
七
「
戒
報
品
」
を
引
用
し
、
転
輪
聖
王
の
菩
薩
と
し
て
の
階
位
は
第
二
地
で
あ
っ
て
、
不
退
転
の
菩
薩
で
は
な
い
こ
と
に
言
及
す
る
が
、
転
輪
聖
王
は
自
ら
十
善
を
行
い
、
ま
た
他
の
人
々
に
も
行
わ
せ
、
仏
法
に
基
づ
く
善
政
を
行
う
こ
と
で
、
世
界
の
安
穏
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
だ
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
空
海
は
、
金
輪
聖
王
に
よ
っ
て
現
世
安
穏
は
実
現
さ
れ
る
も
の
の
、
成
仏
の
問
題
は
金
輪
聖
王
が
人
々
に
も
た
ら
す
の
で
は
な
く
、個
々
人
に
よ
る
仏
道
修
行
が
必
要
と
な
る
と
考
え
て
い
た
。
八
世
紀
か
ら
九
世
紀
の
間
は
、
転
輪
聖
王
観
は
日
本
に
伝
わ
り
、
天
武
や
聖
武
な
ど
限
ら
れ
た
天
皇
に
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
天
皇
を
御
現
神
や
儒
教
的
天
子
と
み
な
す
考
え
方
が
ま
だ
主
流
で
あ
っ
た
た
め
、
積
極
的
な
受
容
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
白
河
が
退
位
し
応
徳
三
年
（
一
〇
八
六
）
に
堀
河
天
皇
が
七
歳
で
即
位
し
た
直
後
か
ら
、
積
極
的
に
天
皇
＝
金
輪
聖
王
と
い
う
位
置
づ
け
が
急
浮
上
し
て
く
る
。
寛
治
元
年
（
一
〇
八
七
）
四
月
十
九
日
「
為
満
大
般
若
供
養
」（『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
巻
六
）
で
は
、「
十
堯
九
舜
の
月
、
鳳
扆
動
く
こ
と
無
く
」
と
、
中
国
の
理
想
的
聖
天
子
で
あ
る
堯
や
舜
の
時
代
の
再
現
を
堀
河
に
託
し
て
い
る
よ
う
に
、
儒
教
的
聖
帝
の
見
方
も
の
こ
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
康
和
四
年
（
一
〇
〇
二
）
十
一
月
九
日
「
白
河
女
御
道
子
の
丈
六
堂
」（『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
巻
二
）
に
は
、「
重
ね
て
請
ふ
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊　
洛
中
周
辺
地
域
の
歴
史
的
変
容
に
関
す
る
総
合
的
研
究 
三
二
ら
く
は
、
此
の
功
徳
を
以
て
、
金
輪
聖
王
、
禅
定
仙
院
に
廻
施
し
奉
る
」
と
、
堀
河
＝
金
輪
聖
王
と
す
る
転
輪
聖
王
観
も
搭
乗
す
る
よ
う
に
な
る
（
27
）。
た
と
え
ば
、
天
仁
二
年
（
一
一
〇
九
）
二
月
二
十
九
日
「
白
河
院
北
斗
曼
荼
羅
堂
」（『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
巻
一
）
は
、
法
勝
寺
内
に
新
た
に
建
立
さ
れ
た
北
斗
曼
荼
羅
堂
の
供
養
法
会
の
た
め
に
白
河
を
願
主
と
し
て
作
成
さ
れ
た
。
北
斗
法
と
は
、
人
の
生
年
に
あ
た
る
本
命
星
に
対
し
て
息
災
や
調
伏
を
祈
る
密
教
修
法
の
こ
と
で
、
台
密
の
作
法
を
記
し
た
『
阿
娑
縛
抄
』
第
一
四
二
「
北
斗
」
に
は
、「
発
願
」
と
し
て
「
金
輪
聖
王
、
玉
□
□
□
、
□
寿
長
遠
、
護
摩
功
徳
、
薫
入
玉
体
（
28
）」
と
、
金
輪
聖
王
の
長
寿
を
祈
願
す
る
際
の
修
法
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
上
記
の
願
文
で
は
、
釈
教
の
幽
微
、南
無
仏
よ
り
大
な
る
は
莫
し
。（
中
略
）
死
籍
を
削
り
て
生
籍
に
付
く
。（
中
略
）
此
の
功
徳
を
以
て
、
普
く
幽
顕
に
資
す
。
海
内
海
外
の
大
神
、
雲
雨
蒼
々
の
行
を
止
め
て
、
冥
々
の
理
を
悟
る
に
如
か
ず
。
千
載
万
葉
列
聖
の
祖
、
頼
耶
の
門
を
排
き
、
阿
字
の
殿
に
入
る
。
金
輪
聖
王
、
星
茫
の
光
を
施
し
、
一
人
の
慶
び
を
著
す
。
魁
柄
影
を
垂
れ
、
万
福
の
賜
を
受
け
む
。
と
、鳥
羽
の
長
寿
と
そ
の
治
世
の
安
泰
が
祈
願
さ
れ
る
。「
死
籍
を
削
り
て
生
籍
に
付
く
（
29
）」
と
延
命
が
祈
願
さ
れ
て
い
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
「
海
内
海
外
の
大
神
、
雲
雨
蒼
々
の
行
を
止
め
て
、
冥
々
の
理
を
悟
る
に
如
か
ず
。
千
載
万
葉
列
聖
の
祖
、
頼
耶
の
門
を
排
き
、
阿
字
の
殿
に
入
る
」
と
、
歴
代
天
皇
が
す
べ
て
悟
り
へ
と
到
る
こ
と
が
願
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
死
籍
」
か
ら
「
生
籍
」
へ
と
祈
願
さ
れ
る
の
は
、
単
に
延
命
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
ま
だ
悟
り
を
得
て
い
な
い
状
態
を
意
味
す
る
言
葉
と
し
て
「
死
籍
」
を
、
悟
り
を
意
味
す
る
言
葉
と
し
て
「
生
籍
」
を
意
味
し
、北
斗
法
に
よ
っ
て
一
切
衆
生
が
輪
廻
転
生
を
繰
り
返
す
「
死
籍
」
か
ら
悟
り
の
世
界
＝
「
生
籍
」
へ
の
転
生
が
願
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
金
輪
聖
王
で
あ
る
鳥
羽
の
長
寿
が
祈
ら
れ
る
の
は
、
た
と
え
鳥
羽
の
身
体
は
消
滅
し
た
と
し
て
も
、
法
を
説
き
続
け
る
如
来
と
し
て
の
鳥
羽
は
生
き
続
け
て
く
れ
る
こ
と
が
願
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
天
永
元
年
「
円
宗
寺
の
五
大
堂
の
願
文
」（『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
巻
一
）
は
、
父
・
後
三
条
天
皇
が
創
建
し
た
円
宗
寺
で
白
河
が
五
壇
法
を
行
わ
せ
た
際
の
願
文
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
玄
化
に
応
ぜ
ん
が
た
め
、
蒼
生
を
利
せ
ん
が
た
め
、
大
伽
藍
を
建
て
円
宗
寺
と
称
す
。（
中
略
）
父
の
志
を
成
す
は
、子
の
至
孝
な
り
。
心
を
蒼
柏
の
煙
に
焦
が
し
、
親
の
恩
に
報
ず
る
は
、
仏
の
感
ず
る
所
な
り
。
思
い
を
白
華
の
露
に
瀝
つ
。
金
輪
聖
王
、
邪
竇
を
塞
で
金
沙
の
竿
を
献
ず
。
寿
域
に
御
し
て
南
山
の
齢
を
期
せ
ん
。
と
、
円
宗
寺
は
利
他
行
の
た
め
に
父
・
後
三
条
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
こ
と
、
父
（
後
三
条
）
の
志
の
継
承
は
子
（
白
河
）
の
義
務
で
あ
り
、
父
へ
の
報
恩
は
仏
の
感
応
が
得
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
志
と
は
「
蒼
生
を
利
」
す
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
代
々
の
天
皇
へ
と
継
承
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
白
河
は
考
え
た
の
で
あ
る
。
仏
界
の
荘
厳　
　
工
藤
美
和
子 
三
三
以
上
の
よ
う
に
、
金
輪
聖
王
の
長
寿
と
仏
法
の
永
続
を
願
う
こ
と
で
、
一
切
衆
生
の
救
済
が
実
現
さ
れ
る
の
だ
が
、
白
河
自
身
が
積
極
的
に
天
皇
を
金
輪
聖
王
と
称
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
白
河
は
そ
の
天
皇
＝
金
輪
聖
王
を
補
佐
す
る
方
法
と
し
て
北
斗
法
や
『
仁
王
経
』
や
一
切
経
の
供
養
な
ど
様
々
な
仏
教
的
作
善
を
率
先
し
て
行
う
宗
教
指
導
者
と
い
う
役
割
を
担
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。で
は
、
そ
の
白
河
は
自
己
を
ど
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
（
二
）
法
身
と
禅
定
仙
院
院
政
期
以
前
は
、
退
位
し
た
天
皇
は
何
事
に
も
と
ら
わ
れ
な
い
超
俗
の
あ
り
方
を
意
味
す
る
「
太
上
法
皇
」「
太
上
天
皇
」「
姑
射
山
」「
守
一
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
白
河
の
退
位
後
の
康
和
二
年
（
一
一
〇
〇
）
九
月
「
安
楽
寺
内
満
願
寺
願
文
」（『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
巻
三
）
に
は
、
白
河
に
対
し
て
そ
れ
ま
で
に
な
い
呼
称
「
禅
定
仙
院
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
る
。
禅
定
仙
院
の
「
禅
定
」
と
は
、
真
理
を
観
察
す
る
状
態
を
示
す
禅
定
波
羅
蜜
の
こ
と
で
あ
る
。「
仙
院
」
は
、退
位
し
た
天
皇
の
居
所
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
る
か
ら
、禅
定
仙
院
は
退
位
し
た
天
皇
を
意
味
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
境
地
が
禅
定
に
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。退
位
し
た
天
皇
を「
禅
定
仙
院
」
と
称
す
の
は
管
見
し
た
と
こ
ろ
白
河
が
初
め
て
で
あ
る
が
、
嘉
承
二
年
（
一
一
〇
七
）
十
二
月
二
十
八
日
「
白
河
院
鳥
羽
御
塔
」（『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
巻
一
）
の
願
文
に
は
、
白
河
自
身
が
退
位
後
の
天
皇
の
あ
り
方
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
す
。
皇
王
の
父
祖
と
な
り
て
、
太
上
の
尊
名
を
忝
く
せ
り
。
早
く
万
乗
を
逃
れ
て
、
三
密
に
入
る
と
雖
も
、
恩
愛
の
習
い
変
ぜ
ず
。
先
に
今
上
陛
下
の
万
歳
を
祈
り
奉
る
。（
中
略
）こ
こ
に
因
て
聖
朝
安
穏
天
下
無
為
の
た
め
に
南
都
の
善
地
に
就
て
、
甲
勝
の
名
区
を
占
め
て
、
三
間
四
面
の
堂
一
宇
を
造
立
し
奉
る
。
白
河
は
、「
皇
王
の
父
祖
」
と
し
て
「
太
上
の
尊
名
」
を
賜
っ
た
が
、
退
位
後
は
「
三
密
」
の
境
地
に
達
す
る
こ
と
で
天
皇
の
徳
政
に
報
い
る
と
述
べ
て
い
る
。「
三
密
」
と
は
、
密
教
の
身
・
口
・
意
の
三
業
の
こ
と
で
、
大
日
如
来
と
一
体
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
が
、
願
文
で
は
、「
三
密
」
を
行
う
こ
と
は
自
ら
の
利
益
で
は
な
く
「
聖
朝
安
穏
天
下
無
為
」
の
た
め
だ
と
述
べ
ら
れ
る
。
天
仁
二
年
（
一
一
〇
九
）
四
月
「
日
吉
社
の
仁
王
経
の
供
養
」（『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
巻
一
）
で
は
さ
ら
に
具
体
的
に
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。
日
吉
大
神
は
法
身
の
宮
を
出
て
、円
宗
の
中
道
を
守
る
。（
中
略
）
伏
し
て
惟
れ
ば
、
金
輪
聖
王
、
十
善
の
宿
因
に
依
て
、
万
乗
の
新
主
た
り
。（
中
略
）
今
年
己
丑
、
運
厄
会
に
当
た
れ
り
。（
中
略
）
於
戯
、
脱
屣
の
身
た
り
と
雖
も
、
猶
垂
冕
の
右
に
祈
る
。
上
九
の
位
に
処
る
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊　
洛
中
周
辺
地
域
の
歴
史
的
変
容
に
関
す
る
総
合
的
研
究 
三
四
と
雖
も
、
太
千
の
人
を
救
は
ん
と
欲
ふ
。
神
の
本
質
は
「
法
身
」
で
あ
っ
て
、
天
台
宗
の
「
中
道
」
を
守
る
た
め
に
仮
に
日
吉
神
に
姿
を
変
え
た
こ
と
が
、そ
し
て
鳥
羽
が
「
十
善
の
宿
因
」
に
よ
っ
て
「
万
乗
の
新
主
」「
金
輪
聖
王
」
と
な
っ
た
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。
し
か
し
天
仁
二
年
は
「
厄
会
」
の
年
で
あ
り
、
そ
の
災
い
を
白
河
自
ら
「
脱
屣
の
身
た
り
と
雖
も
、
猶
垂
冕
の
右
に
祈
る
。
上
九
の
位
に
処
る
と
雖
も
、
太
千
の
人
を
救
は
ん
と
欲
ふ
」
と
、「
上
九
（
30
）」
と
い
う
世
俗
を
超
越
し
た
地
位
に
あ
る
が
、
仁
王
経
を
書
写
す
る
こ
と
で
鳥
羽
を
補
佐
す
る
と
い
う
世
俗
に
も
関
与
し
続
け
る
の
だ
と
記
す
。
天
永
二
年
（
一
一
一
一
）
三
月
「
院
三
十
講
御
願
文
」（『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
巻
一
）
は
、
そ
の
超
越
し
た
境
地
に
つ
い
て
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
次
の
よ
う
に
記
す
。
方
に
今
聖
上
、
春
秋
を
富
ん
で
、
唯
だ
杼
軸
を
我
に
任
す
。
賢
相
の
姫
霍
に
超
へ
、
猶
権
衡
を
吾
に
委
す
。
世
に
出
で
て
世
に
出
づ
る
に
非
ず
、便
ち
是
れ
三
観
の
道
な
り
。
空
に
入
り
て
空
に
入
る
に
非
ず
、
豈
に
二
諦
の
門
に
あ
ら
ず
や
。
爰
に
三
合
閏
余
の
翌
年
、
国
に
災
変
多
し
。
一
実
真
如
の
東
日
、
将
に
妖
を
除
か
ん
と
す
。
仍
て
僧
侶
を
し
て
、
此
の
善
根
を
修
す
。
願
文
に
よ
れ
ば
、
退
位
し
た
天
皇
は
「
世
に
出
で
て
世
に
出
づ
る
に
非
ず
」「
空
に
入
り
て
空
に
入
る
に
非
ず
」
と
「
三
観
」
の
境
地
に
至
っ
て
い
る
と
明
か
さ
れ
る
。「
三
観
」
と
は
、
世
界
の
一
切
が
〈
空
・
仮
・
中
〉
で
あ
る
こ
と
を
同
時
に
観
ず
る
修
行
法
で
、
天
台
の
根
本
思
想
で
あ
る
一
心
三
観
を
意
味
す
る
。
天
台
で
は
、
事
物
そ
れ
ぞ
れ
は
実
体
を
伴
っ
た
姿
と
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
存
在
す
る
も
の
が
互
い
に
縁
起
の
関
係
に
あ
る
か
ら
、
仮
に
現
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
た
め
、
本
来
は
存
在
す
る
こ
と
も
滅
す
る
こ
と
も
な
く
、認
識
可
能
で
も
な
い
「
空
」
で
あ
る
。
「
空
」で
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
衆
生
は
執
着
を
脱
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、「
空
」
と
い
う
見
方
に
執
着
す
る
こ
と
も
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
二
つ
の
側
面
を
同
時
に
感
じ
る
中
が
必
要
と
な
る
。
そ
れ
を
天
台
で
は
〈
空
・
仮
・
中
〉
の
一
心
三
観
と
理
解
し
て
い
る
。
つ
ま
り
白
河
は
、
退
位
し
た
天
皇
、
院
と
は
何
事
に
も
と
ら
わ
れ
な
い
「
三
観
」
の
境
地
に
至
っ
た
仏
で
あ
っ
て
、
彼
自
身
の
言
動
が
仏
の
働
き
だ
と
理
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
白
河
は
仏
が
衆
生
済
度
を
行
う
た
め
に
仮
に
姿
を
垂
迹
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
31
）。
一
般
に
、
仏
が
神
の
姿
を
と
り
衆
生
済
度
を
行
う
こ
と
が
垂
迹
思
想
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
と
く
に
院
政
期
に
入
っ
て
盛
ん
に
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、永
長
二
年
（
一
〇
九
七
）
正
月
二
十
一
日
「
自
料
法
楽
経
供
養
願
文
」（『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
巻
三
）
は
、
八
幡
神
を
「
夫
れ
以
れ
ば
、
除
病
延
命
の
道
、
神
を
敬
う
よ
り
先
だ
て
る
は
莫
し
。
邪
を
閑
め
避
る
の
謀
は
、仏
に
帰
す
る
よ
り
過
ぎ
た
る
は
莫
し
。（
中
略
）
然
る
に
猶
大
菩
薩
は
利
益
衆
生
の
垂
迹
な
り
」
と
、「
利
益
衆
生
」
が
仏
の
働
き
で
あ
り
、
そ
の
働
き
を
「
垂
迹
」
だ
と
述
べ
、
衆
生
を
救
済
し
た
い
と
仏
界
の
荘
厳　
　
工
藤
美
和
子 
三
五
い
う
仏
の
働
き
が
八
幡
神
と
な
っ
て
娑
婆
世
界
に
作
用
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
天
永
元
年
（
一
一
一
〇
）「
八
幡
御
塔
の
願
文
」（『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
巻
一
）
で
は
、
八
幡
大
菩
薩
は
、
母
は
則
ち
神
功
皇
后
、
納
日
納
月
孤
夢
を
褊
す
。
子
は
則
ち
仁
徳
天
皇
、
文
王
武
王
の
列
聖
に
似
た
り
。
初
め
西
海
の
浜
に
降
り
て
、
後
に
男
山
の
頂
に
御
し
た
ま
ふ
。
昔
行
教
和
尚
、
正
体
を
渡
し
奉
る
に
、
画
に
非
ず
字
に
非
ず
、
衣
の
上
に
三
尊
の
影
を
浮
か
ぶ
。（
中
略
）
夫
れ
塔
婆
は
、
三
世
諸
仏
の
宗
廟
、
法
身
如
来
の
体
相
な
り
。
と
あ
る
。
願
文
は
、
八
幡
神
は
応
神
天
皇
の
姿
を
と
っ
て
現
実
世
界
の
中
に
現
れ
た
が
、
そ
の
本
質
が
「
画
に
非
ず
字
に
非
ず
」
す
な
わ
ち
「
空
」
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
行
教
和
尚
の
前
に
「
三
尊
の
影
」
と
な
っ
て
現
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。「
三
尊
の
影
」
と
は
、行
教
和
尚
が
宇
佐
八
幡
宮
に
参
詣
し
た
時
に
、
行
教
の
衣
に
釈
迦
三
尊
の
影
と
し
て
出
現
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
（
32
）。
影
は
形
を
認
識
で
き
る
が
実
体
は
な
い
。
そ
れ
は
「
三
尊
の
影
」が
認
識
可
能
な
形
を
保
つ
こ
と
は
な
い
法
身
仏
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し
か
し
娑
婆
世
界
の
衆
生
は
そ
れ
で
は
理
解
で
き
な
い
た
め
、
八
幡
神
や
応
神
天
皇
の
姿
に
な
っ
て
出
現
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
（
33
）。同
様
に
八
幡
塔
も
「
夫
れ
塔
婆
は
、
三
世
諸
仏
の
宗
廟
、
法
身
如
来
の
体
相
な
り
」
と
、
塔
と
は
過
去
・
現
在
・
未
来
の
三
世
に
次
々
と
出
現
し
た
仏
の
墓
所
で
あ
る
が
、
仏
の
真
理
が
働
く
場
所
を
衆
生
に
示
す
た
め
に
現
れ
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
賀
茂
社
の
塔
建
立
供
養
の
「
賀
茂
御
塔
の
願
文
」（『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
巻
一
）
で
も
、
天
上
天
下
の
尊
、
因
円
果
満
な
り
、
こ
れ
を
仏
と
称
す
。
一
陰
一
陽
の
道
、
千
変
万
化
、
こ
れ
を
神
と
謂
ふ
。（
中
略
）
賀
茂
の
皇
大
神
、
外
は
則
ち
万
乗
の
鎮
守
、
内
に
は
則
ち
十
地
の
菩
薩
な
り
。
応
を
三
世
の
中
に
垂
れ
、
居
を
九
重
の
北
に
卜
し
め
た
ま
へ
り
。
と
、
菩
薩
の
修
行
が
完
遂
し
悟
り
を
得
た
も
の
を
仏
と
い
い
、
仏
の
働
き
が
「
千
変
万
化
」
し
た
も
の
が
神
で
あ
る
と
い
う
。「
神
」
と
は
仏
の
働
き
の
こ
と
で
あ
り
、「
万
乗
の
鎮
守
」
で
都
を
守
る
働
き
を
す
る
が
、
そ
の
本
質
は
「
十
地
の
菩
薩
」
で
、「
三
世
」
に
わ
た
っ
て
応
現
す
る
と
い
う
。
賀
茂
塔
も
仏
の
働
き
で
あ
る
こ
と
は
八
幡
塔
と
同
様
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、「
利
益
衆
生
」
を
行
う
仏
の
働
き
が
、
神
や
塔
に
な
っ
て
現
実
世
界
に
影
響
力
を
及
ぼ
す
と
い
う
考
え
は
、
白
河
の
「
三
観
」
の
理
解
と
共
通
し
て
い
る
。
つ
ま
り
退
位
し
た
天
皇
は
「
三
観
」
や
「
三
密
」
の
境
地
に
到
達
し
た
存
在
で
あ
る
か
ら
、〈
空
〉
自
体
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
煩
悩
に
よ
っ
て
す
べ
て
を
実
体
化
し
て
し
ま
う
衆
生
に
、
仏
の
働
き
を
認
識
さ
せ
る
た
め
の
装
置
、
寺
院
、
塔
、
仏
像
、
経
典
、
法
会
を
作
り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
金
輪
聖
王
も
ま
た
、
現
世
の
人
々
に
安
穏
を
も
た
ら
す
誓
願
を
立
て
た
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊　
洛
中
周
辺
地
域
の
歴
史
的
変
容
に
関
す
る
総
合
的
研
究 
三
六
「
二
地
の
菩
薩
」で
あ
っ
た
。
菩
薩
で
あ
る
が
天
皇
と
な
っ
て
娑
婆
世
界
に
出
現
し
、
退
位
後
は
「
三
観
」
の
境
地
＝
禅
定
仙
院
と
し
て
金
輪
聖
王
と
は
異
な
る
方
法
で
の
救
済
活
動
を
行
う
と
い
う
の
が
白
河
の
願
文
の
中
で
語
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
天
皇
と
院
の
関
係
は
、双
方
と
も
本
質
は「
三
観
」
の
境
地
に
あ
る
た
だ
一
つ
の
法
身
仏
で
あ
る
が
、
仏
の
慈
悲
が
現
実
世
界
に
現
れ
る
と
き
に
は
、
金
輪
聖
王
と
禅
定
仙
院
の
二
つ
の
姿
を
取
っ
て
同
時
に
現
れ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
天
皇
が
金
輪
聖
王
と
理
解
さ
れ
て
い
た
以
上
、
そ
の
都
市
は
王
の
理
念
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
都
市
と
は
王
権
の
秩
序
を
表
示
す
る
役
割
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
都
市
は
宇
宙
と
同
じ
構
造
を
も
つ
小
宇
宙
で
あ
り
、
秩
序
の
正
し
さ
が
具
象
化
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
34
）。
布
野
修
司
氏
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
転
輪
聖
王
と
称
さ
れ
た
王
た
ち
と
そ
の
都
市
と
の
関
係
を
考
察
さ
れ
、「
彼
ら
は
自
ら
転
輪
聖
王
の
証
と
し
て
、
王
都
「
曼
荼
羅
都
市
」
を
作
ろ
う
と
し
て
き
た
（
35
）」
と
指
摘
さ
れ
た
。
布
野
氏
に
よ
れ
ば
転
輪
聖
王
の
都
市
は
、そ
の
中
央
に
王
宮
や
寺
院
が
置
か
れ
、
そ
れ
を
中
心
に
同
心
方
角
状
に
都
市
が
広
が
っ
て
い
く
形
式
を
と
る
。
人
々
は
身
分
階
級
や
役
割
に
応
じ
て
居
住
域
が
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
形
こ
そ
中
心
に
大
日
如
来
を
配
し
、
如
来
が
様
々
な
諸
仏
・
諸
菩
薩
へ
と
変
化
し
て
い
く
曼
荼
羅
（
真
理
）
を
都
市
と
し
て
具
体
的
に
表
象
し
た
姿
で
あ
っ
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
同
じ
く
金
輪
聖
王
（
転
輪
聖
王
）
と
天
皇
が
理
解
さ
れ
た
日
本
の
平
安
京
で
は
、
中
国
の
都
城
制
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
た
め
、
中
国
の
天
界
や
宇
宙
観
が
都
市
に
反
映
さ
れ
、
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
の
よ
う
な
転
輪
聖
王
の
都
市
の
形
式
を
と
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
本
来
、
転
輪
聖
王
の
都
の
中
心
に
は
王
宮
と
寺
院
が
配
さ
れ
る
が
、
平
安
京
内
は
、
都
の
南
方
に
東
寺
と
西
寺
の
み
建
立
さ
れ
洛
中
に
そ
れ
以
外
の
寺
院
が
建
立
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
天
皇
は
、
在
位
中
よ
り
様
々
な
制
限
が
あ
り
、
洛
中
外
へ
と
外
出
す
る
こ
と
は
特
定
の
儀
礼
の
場
合
以
外
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
で
は
、
金
輪
聖
王
が
統
治
す
る
都
市
で
あ
り
な
が
ら
都
の
中
で
仏
法
が
説
か
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
衆
生
救
済
が
不
十
分
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
意
味
す
る
（
36
）。
天
皇
の
衆
生
救
済
の
限
界
を
ど
の
よ
う
に
打
破
す
る
の
か
と
い
う
問
題
は
、
退
位
し
た
天
皇
に
禅
定
仙
院
と
い
う
新
た
な
役
割
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
都
の
中
に
寺
院
を
作
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
洛
外
に
仏
法
が
説
か
れ
る
場
で
あ
る
寺
院
が
作
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
都
の
東
側
で
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
法
勝
寺
が
モ
デ
ル
に
し
た
法
成
寺
は
、「
正
徳
太
子
の
御
日
記
に
、
皇
域
よ
り
東
に
仏
法
を
弘
め
ん
人
を
我
と
知
れ
」
と
い
う
、
聖
徳
太
子
の
予
言
を
根
拠
と
し
て
創
建
さ
れ
た
。
法
勝
寺
は
法
成
寺
よ
り
さ
ら
に
東
側
の
地
に
創
建
さ
れ
た
の
は
、
仏
法
東
漸
の
予
言
に
沿
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
あ
る
い
は
、
平
城
京
と
東
大
寺
と
の
関
係
を
先
例
に
し
仏
界
の
荘
厳　
　
工
藤
美
和
子 
三
七
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
白
河
は
法
勝
寺
と
い
う
仏
界
を
都
の
外
部
に
創
出
す
る
こ
と
で
、金
輪
聖
王
の
衆
生
済
度
を
補
佐
す
る
と
と
も
に
、
禅
定
仙
院
に
は
率
先
し
て
仏
教
的
作
善
の
指
導
者
に
な
っ
て
い
く
役
割
が
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
現
実
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
現
象
は
実
は
法
身
（
真
理
）
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
日
本
と
い
う
国
家
全
体
が
も
は
や
僧
俗
を
超
越
し
た
浄
土
世
界
へ
と
変
貌
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
時
の
権
力
者
と
い
う
評
価
を
さ
れ
な
が
ら
も
、
藤
原
道
長
は
、
金
輪
聖
王
＝
一
条
が
先
導
す
る
仏
法
興
隆
に
対
し
て
、
大
臣
と
し
て
仏
法
興
隆
を
補
佐
す
る
役
割
に
終
始
し
て
い
た
。
そ
の
方
法
は
、『
法
華
経
』
の
仏
教
的
作
善
を
率
先
し
て
実
践
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、「
自
分
た
ち
は
成
仏
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
」
と
い
う
法
華
仏
教
＝
自
力
的
作
善
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
法
華
八
講
義
や
教
学
の
奨
励
な
ど
に
積
極
的
に
関
わ
り
、
結
果
、
生
前
か
ら
弘
法
大
師
や
聖
徳
太
子
の
生
ま
れ
変
わ
り
と
い
う
評
価
を
得
た
の
で
あ
る
。そ
れ
を
背
景
と
し
て
建
立
さ
れ
た
法
成
寺
は
、
一
条
の
仏
法
興
隆
に
従
う
べ
く
仏
法
を
説
く
場
と
し
て
創
建
さ
れ
た
寺
院
で
あ
っ
た
が
、そ
の
様
相
は
道
長
が
観
相
し
た
極
楽
浄
土
の
姿
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
「
自
分
た
ち
は
成
仏
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
」
と
い
う
仏
教
観
で
は
、
金
輪
聖
王
や
皇
族
た
ち
仏
法
興
隆
を
行
う
義
務
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
て
も
仏
教
的
作
善
を
実
践
で
き
な
い
多
く
の
衆
生
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
白
河
は
、
あ
ら
ゆ
る
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
法
身
仏
＝
禅
定
仙
院
と
し
て
、
天
皇
が
行
う
こ
と
が
出
来
な
い
衆
生
救
済
を
実
践
し
た
。
そ
の
方
法
が
、
弥
勒
下
生
ま
で
一
切
経
を
法
勝
寺
で
保
管
し
、
そ
こ
で
仏
法
を
説
き
続
け
て
い
く
こ
と
だ
っ
た
。
白
河
は
、
自
ら
禅
定
仙
院
と
い
う
法
身
仏
で
あ
り
、
世
俗
社
会
の
出
来
事
は
す
べ
て
空
で
あ
る
と
説
く
一
方
で
、
衆
生
に
対
し
て
は
、
膨
大
な
堂
舎
、
塔
、
経
典
、
法
会
を
創
り
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
仏
法
を
見
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
、
聞
く
こ
と
の
で
き
る
も
の
と
し
て
提
供
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
白
河
の
説
く
仏
の
救
済
の
あ
り
方
は
、「
我
々
は
仏
に
対
し
て
何
が
で
き
る
の
か
」
と
い
う
視
点
か
ら
、「
仏
は
我
々
に
何
を
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
の
か
」
を
理
解
さ
せ
る
方
向
へ
の
変
化
で
も
あ
っ
た
。
世
俗
を
超
越
し
た
立
場
か
ら
、
仏
教
の
真
理
を
世
界
に
向
か
っ
て
説
き
続
け
、
そ
れ
に
よ
っ
て
世
界
は
清
浄
化
さ
れ
浄
土
と
な
っ
て
い
く
。
そ
の
中
心
が
法
勝
寺
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
註（
1
） 
法
勝
寺
に
つ
い
て
は
、
後
述
の
参
考
文
献
以
外
に
も
先
学
の
研
究
と
し
て
、
西
田
直
二
郎
「
法
勝
寺
の
遺
蹟
」（『
京
都
史
蹟
の
研
究
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
一
年
）、
福
山
敏
男
「
六
勝
寺
の
位
置
に
つ
い
て
」（『
日
本
建
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊　
洛
中
周
辺
地
域
の
歴
史
的
変
容
に
関
す
る
総
合
的
研
究 
三
八
築
史
研
究
』
墨
水
書
房
、
一
九
六
八
年
）、
林
屋
辰
三
郎
「
法
勝
寺
の
創
建
」（『
古
典
文
化
の
創
造
』
東
大
出
版
会
、
一
九
六
四
年
）、
村
井
康
彦
「
六
勝
寺
と
鳥
羽
殿
」（『
京
都
の
歴
史
』
第
二
巻
、
学
芸
書
林
、
一
九
七
一
年
）
を
参
照
。
（
2
） 
平
岡
定
海
『
日
本
寺
院
史
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
年
）。
（
3
） 
平
雅
行
「
中
世
移
行
期
の
国
家
と
仏
教
」（『
日
本
中
世
の
社
会
と
仏
教
』
塙
書
房
、
一
九
九
二
年
）。
（
4
） 
山
岸
常
人
「
法
勝
寺
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
―
僧
団
の
な
い
寺
院
」「
六
勝
寺
の
法
会
の
性
格
」（『
中
世
の
僧
団
・
法
会
・
文
書
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
）。
（
5
） 
上
島
享
「
法
勝
寺
創
建
の
歴
史
的
意
義
―
浄
土
信
仰
を
中
心
に
」（『
日
本
中
世
社
会
の
形
成
と
王
権
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）。
（
6
） 
本
文
の
引
用
は
『
栄
花
物
語
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）
に
よ
る
。
（
7
） 
曾
根
正
人
「
聖
な
る
仏
教
者
藤
原
道
長
―
『
栄
花
物
語
』
の
仏
教
思
想
の
一
側
面
」（『
古
代
仏
教
界
と
王
朝
社
会
』
吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
〇
年
）、
藤
原
（
稲
城
）
正
己
「
摂
関
期
に
お
け
る
都
市
・
自
然
・
仏
教
―
『
栄
花
物
語
』の
言
説
よ
り
―
」（『
仏
教
史
学
研
究
』第
三
六
巻
第
一
号
、一
九
九
三
年
）
参
照
。
（
8
） 
本
文
の
引
用
は
日
本
思
想
大
系
に
よ
る
。
（
9
）　
本
文
の
引
用
は
『
本
朝
文
粋
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）
に
よ
る
。
（
10
）　
林
屋
辰
三
郎
「
藤
原
道
長
の
浄
妙
寺
に
就
い
て
」（『
古
代
国
家
の
解
体
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
五
年
）、
堅
田
修
「
藤
原
道
長
の
浄
妙
寺
に
つ
い
て
―
摂
関
時
代
寺
院
の
一
形
態
に
関
す
る
考
察
」（
古
代
学
協
会
編
『
摂
関
時
代
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五
年
）、
細
田
季
男
「
造
寺
供
養
願
文
の
世
界
―
『
本
朝
文
粋
』
巻
十
三
所
収
「
為
左
大
臣
供
養
浄
妙
寺
願
文
」
を
中
心
に
」（『
和
漢
比
較
文
学
の
周
辺
』、
汲
古
書
院
、
一
九
九
四
年
）、工
藤
美
和
子
「
現
世
の
栄
華
の
為
で
な
く
―
藤
原
道
長
の
願
文
と
そ
の
仏
教
的
世
界
」（『
平
安
期
の
願
文
と
仏
教
的
世
界
観
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）。
（
11
） 
西
口
順
子
「
白
河
御
願
寺
小
論
」（『
平
安
時
代
の
寺
院
と
民
衆
』（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
四
年
）。
（
12
） 
前
掲
註
（
4
）。
（
13
） 
冨
島
義
幸
『
密
教
空
間
史
論
』（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
七
年
）。
（
14
） 
本
文
の
引
用
は
『
本
朝
文
粋　
本
朝
続
文
粋
』（
新
訂
増
補
国
史
大
系
）
に
よ
る
。
（
15
） 
本
文
の
引
用
は
、六
地
蔵
寺
善
本
叢
刊
第
三
巻
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
（
汲
古
書
院
、
一
九
八
四
年
）
に
よ
る
。
な
お
、
平
泉
澄
校
勘
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』（
至
文
堂
、
一
九
二
九
年
）
を
参
照
。
（
16
） 
上
川
通
夫
『
日
本
中
世
仏
教
史
論
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
）
（
17
） 
本
文
の
引
用
は
『
本
朝
文
集
』（
新
訂
増
補
国
史
大
系
）
に
よ
る
。
（
18
） 
上
代
文
献
を
読
む
会
編
『
古
京
遺
文
注
釈
』（
桜
楓
社
、一
九
八
九
年
）、
東
野
治
之
「
七
世
紀
以
前
の
金
石
文
」（
上
原
真
人
・
他
編
『
言
語
と
文
字
』
ひ
と
・
も
の
・
こ
と
列
島
の
古
代
史
6
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）
参
照
。
（
19
） 
『
東
大
寺
要
録
』
巻
八
。
福
山
敏
男
「
東
大
寺
大
仏
殿
の
第
一
期
形
態
」
（『
寺
院
建
築
の
研
究
』
中
、
福
山
敏
男
著
作
集
二
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
八
二
年
）。
（
20
） 
川
崎
庸
之
校
注
『
空
海
』（
日
本
思
想
体
系
）。
（
21
） 
本
文
の
引
用
は
『
三
教
指
帰　
性
霊
集
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
に
よ
る
。
（
22
） 
『
日
本
三
代
実
録
』（
新
訂
増
補
国
史
大
系
）。
（
23
） 
工
藤
美
和
子
「
忠
を
以
て
君
に
事
へ
、
信
を
以
て
仏
に
帰
す
―
一
〇
〜
一
一
世
紀
の
願
文
と
転
輪
聖
王
」（『
平
安
期
の
願
文
と
仏
教
的
世
界
観
』）
前
掲
註
（
10
）。
仏
界
の
荘
厳　
　
工
藤
美
和
子 
三
九
（
24
） 
伊
藤
聡
「『
真
言
付
法
纂
要
抄
』『
顕
密
最
極
口
決
』
解
題
」（
真
福
寺
善
本
叢
刊
第
二
期
・
三
『
中
世
先
徳
著
作
集
』
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）。
（
25
） 
大
正
蔵
第
二
十
六
巻
・
№
一
五
二
一
、一
二
一
頁
上
〜
一
二
二
頁
中
。
（
26
） 
イ
ン
ド
、
中
国
、
朝
鮮
、
日
本
の
転
輪
聖
王
観
に
つ
い
て
は
、
金
岡
秀
友
『
仏
教
の
国
家
観
』（
佼
成
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）、
山
崎
元
一
『
古
代
イ
ン
ド
の
王
権
と
宗
教
―
王
と
バ
ラ
モ
ン
』（
刀
水
書
房
、
一
九
九
四
年
）、
蔡
印
幻
『
新
羅
仏
教
戒
律
思
想
研
究
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
七
年
）、
勝
浦
令
子
「
聖
武
天
皇
出
家
攷
―
「
三
宝
の
奴
と
仕
へ
奉
る
天
皇
」
と
「
太
上
天
皇
沙
弥
勝
満
」
（
大
隅
和
雄
編
『
仏
法
の
文
化
史
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）、
ア
ン
ト
ニ
ー
ノ
・
フ
ォ
ル
テ
「『
大
雲
経
疏
』
を
め
ぐ
っ
て
」（
牧
田
諦
亮
・
他
編
『
敦
煌
と
中
国
仏
教
』
講
座
敦
煌
七
、
大
東
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）、
大
内
文
雄
「
国
家
に
よ
る
仏
教
統
制
の
過
程
―
中
国
を
中
心
に
」（
高
崎
直
道
・
木
村
清
孝
編
『
東
ア
ジ
ア
社
会
と
仏
教
文
化
』
シ
リ
ー
ズ
東
ア
ジ
ア
仏
教
第
五
巻
、
春
秋
社
、
一
九
九
六
年
）、
菊
池
章
太
『
弥
勒
信
仰
の
ア
ジ
ア
』（
大
修
館
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）、
河
上
麻
由
子
『
古
代
ア
ジ
ア
の
世
界
の
対
外
交
渉
と
仏
教
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
を
参
照
。
（
27
） 
堀
河
天
皇
を
金
輪
聖
王
と
称
し
た
願
文
は
、
現
在
、
八
篇
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
鳥
羽
天
皇
を
金
輪
聖
王
と
称
し
た
願
文
は
六
篇
残
さ
れ
て
い
る
。
工
藤
美
和
子
「
未
だ
欲
を
離
れ
ざ
れ
ば
―
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
に
み
る
転
輪
聖
王
観
」
前
掲
註
（
10
）
参
照
。
（
28
） 
大
正
蔵
・
図
像
部
第
九
巻
、
四
四
七
頁
中
。
（
29
） 
「
死
籍
を
削
り
て
生
籍
に
付
く
」
は
、阿
謨
伽
三
蔵
撰
『
閻
羅
王
行
法
次
第
』（
大
正
蔵
第
二
十
一
巻
、
№
一
二
九
〇
、三
七
四
頁
上
）
に
よ
る
。
（
30
） 
「
上
九
」
と
は
、
易
の
六
爻
の
内
、
一
番
上
の
陽
の
爻
の
意
味
。
超
越
し
た
地
位
に
あ
る
こ
と
を
示
す
。『
易
経
』（
岩
波
文
庫
）。
（
31
） 
安
藤
俊
雄
『
天
台
学
―
根
本
思
想
と
そ
の
展
開
』（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
六
八
年
）。
（
32
） 
応
和
二
年
（
九
六
二
）
五
月
十
一
日
の
奥
書
を
有
す
る
「
大
安
寺
八
幡
大
菩
薩
御
鎮
座
記
塔
中
院
建
立
次
第
」
に
は
、
奈
良
大
安
寺
僧
の
行
教
が
宇
佐
八
幡
宮
参
詣
し
た
と
き
「
和
尚
緑
衫
衣
袖
上
、
釈
迦
三
尊
顕
現
」
（
高
橋
啓
三
編
『
縁
起
・
託
宣
・
告
文
』
石
清
水
八
幡
宮
史
料
叢
書
二
、
石
清
水
八
幡
宮
社
務
所
、
一
九
七
六
年
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
（
33
） 
吉
原
浩
人
「『
続
本
朝
往
生
伝
』
の
一
考
察
―
「
極
楽
之
新
主
」
に
つ
い
て
」（『
仏
教
論
叢
』
二
六
号
、
一
九
八
二
年
九
月
）、
同
「
大
江
匡
房
と
八
幡
信
仰
」（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
別
冊
九
、一
九
八
三
年
三
月
）、
同
「『
石
清
水
不
断
念
仏
縁
起
』
考
・
附
訳
註
―
延
久
二
年
の
後
三
条
天
皇
・
大
江
匡
房
と
八
幡
信
仰
」（
和
漢
比
較
文
学
会
編
『
中
古
文
学
と
漢
文
学
Ⅱ
』
汲
古
書
院
、
一
九
八
七
年
）、
同
「
八
幡
神
に
対
す
る
「
宗
廟
」
の
呼
称
を
め
ぐ
っ
て
―
大
江
匡
房
の
活
動
を
中
心
に
」（『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
第
一
〇
号
、
一
九
九
三
年
六
月
）。
（
34
） 
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
・
ギ
ア
ツ
『
ヌ
ガ
ラ
―
19
世
紀
バ
リ
の
劇
場
国
家
』（
小
泉
潤
二
訳
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
九
年
）
参
照
。
（
35
） 
布
野
修
司
『
曼
荼
羅
都
市
―
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
都
市
の
空
間
理
念
と
そ
の
変
容
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
界
、
二
〇
〇
六
年
）
参
照
。
（
36
） 
時
代
は
下
る
が
、
鳥
羽
天
皇
が
退
位
後
に
高
野
山
に
参
詣
し
た
時
の
大
治
二
年
（
一
一
二
七
）「
太
上
皇
高
野
御
塔
の
供
養
」（『
本
朝
続
文
粋
』
巻
第
十
二
）
に
は
、
 
 
　
  
弟
子
幼
く
し
て
図
を
受
け
、
少
な
く
し
て
未
だ
識
ら
ず
。
馭
俗
の
化
惟
れ
疎
か
に
し
て
、
遜
位
の
思
ひ
を
云
に
遂
ぐ
。
初
め
万
邦
の
有
辜
に
当
た
り
、
徳
を
眇
身
に
引
く
と
雖
も
、
更
に
一
念
の
不
退
に
任
せ
て
、
猶
志
を
真
際
に
運
ぶ
。
仰
ぎ
願
は
く
は
、
周
遍
の
法
身
、
庸
質
を
擁
護
し
た
ま
へ
。
寺
は
是
れ
金
剛
の
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場
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と
、
退
位
す
る
こ
と
で
天
皇
と
し
て
の
制
約
が
解
け
、「
金
剛
不
壊
の
身
」
す
な
わ
ち
大
日
如
来
（
法
身
）
と
し
て
新
た
な
救
済
活
動
を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
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